2024年度　第２回　学校関係者評価委員会　会議
2025年３月25日（火）13：30～
津山中央看護専門学校　会議室
出席者：学校関係者評価委員　
・元高等学校長　鳥取哲郎　・前校長　橋本達也・元校長　沼元千江
津山慈風会総務人事部長　赤木陽介
津山中央看護専門学校　
・校長　安藤佐記子　・副校長　野中和子　・専門課長　土井満美子　・専門課長　天野泉
欠席　元副看護部長・同窓生　前原多美恵

１　開会挨拶　　安藤校長

２　説明
　　（１）2024年度　学校経営計画及び本校の現状と課題について
　　　　　安藤校長より　資料とスライドで説明
　　　　　土井課長より　ホームページの紹介
　　（２）学校自己評価最終結果について
　　　　　野中副校長より資料で説明

３　質疑応答・意見交換
　　　鳥取）・今、現在の寮の状況は？
　　　　　　　→Ａ　安藤）４月末からの連休で全員の移動が完了する
　　　　　　　　　　　寮を建て替えるかどうかは未定
　　　　　　　交通は？
　　　　　　　→Ａ　安藤）距離は近くなる
　　　　　　学生の募集に寮は大事と思う、宿舎の確保、駐車場の確保は必要と考える

　　　　　・ホームページの改訂は良かったと思う
　　　　　　病院の強みは救急と、企業人数が多いことと思うのでＰＲになるのではないか
　　　　　　安藤）金銭面での負担を軽くしたが、お金の面で学生が来るかは疑問で、学生が何を求めて
　　　　　　　　　本校を選ぶか、今後も検討が必要

　　　　　・この学校の教員は、皆さん、よくがんばっている

　　　　　・看護師の定員不足で浮いた人材費を働いている人に還元をするのを考えてはどうか？
　　　　　　　→Ａ　安藤）不足人数を人材派遣の業者を通して確保すると費用がかかる
　　　　　・院内保育に関してはよい福利厚生だと思う
　　　　　　　→Ａ　赤木）認可保育園になっている、病児保育は他園を利用すると補助がでる




　　沼元）・先生方の説明がわかりやすく、よくわかったし、先生方の苦労もよくわかった

　　　　・美作大学の公立化の話は？
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　→Ａ　安藤）公立かも不透明で公立化された場合でも看護学科も導入されるかどうかわからない
　　　　　　　　　　　　　県の看護協会は申し入れをしてくれている
　　　　　橋本）看護学科を設立しても中央病院へのメリットがないだろう
　　　　　　　　地元へは残らない
　　　　　鳥取）落合看護科も学生が少ない、県北の医療をどうするか
　　　　　　　　時代の流れは外注。学校も外注の流れがある。

　　橋本）・１番の課題は志願者数の確保。ホームページ、マイナビ、みんなの学校で検索は
　　　　　　実習病院と寮ではないかと思う。寮がなくなるので代わりのＰＲ必要。
　　　　　　　→Ａ　安藤）入学生へも尋ねながら検討が必要

　　　　　・米子医療センターが閉校になって、鳥取、島根方面から期待していた
　　　　　　　→Ａ　安藤）鳥取・島根には学生募集にも力を入れている

　　野中）自分の意志で入学してくるかは疑問のことも多い
　　　　　看護の魅力の発信は必要

　　安藤）学生の貧富の差が激しいのを感じる
　　　　　奨学金を借りていることの感覚の違いを感じる

　　野中）アルバイトをする学生が多く、時給が高いため、大変な思いをして看護師にならなくても
　　　　　と考え、進路変更につながることもあるかもしれない


４　閉会挨拶　野中副校長

